
令和５年２月国見町教育委員会定例会 会議録 

 

１．招集日時   令和５年２月２０日（月） 午後５時１５分 

 ２．招集場所   観月台文化センター 第１会議室 

 ３．出席委員   １番委員 高橋 幸子（教育長職務代理者） 

          ２番委員 志村 裕美 

          ３番委員 中村 裕美 

          ４番委員 引地  亨 

５番委員 菊地 弘美（教育長）  

 ４．説明のため出席 

          教育次長          東海林八重子 

          学校教育課長        大勝 晴美 

          幼児教育課長        佐藤 温史 

          生涯学習課長        小野 笑子 

          指導主事          高橋 正浩 

５．書  記   主任主査兼学校教育係長    五十嵐佐和 

６．傍 聴 者   なし 

 ７．開  会   午後５時１５分 

 ８．教育長あいさつ 

９．会議の成立   教育長が、教育委員半数以上の出席であり、会議が成立していることを宣言 

した。 

10．会議録署名人 会議録の署名人について３番 中村 裕美委員、４番 引地 亨委員を教育長が 

指名した。 

11．会期の決定  教育長が会期を諮り、本日１日とすることを決定した。 

12．会議録の承認 事務局より１月定例会会議録の概要について説明し、異議なく承認された。 

13．教育長報告 

（１）教育長出席会議等について 

       教育長の出席会議・行事等について、別紙資料のとおり報告した。 

   14．議事 

   議案第２１号 国見町教育支援委員会条例の制定について 

         学校教育課長より別紙資料に基づき説明し、原案のとおり承認された。 

なお、各委員より出された意見は以下のとおり。 

志村委員：より早いうちに療育が必要か見極めて対処していくことが大事ではないかと思う。 

学校教育課長：産まれた時からの必要な情報について共有しながら、長期的にその子の支援をして

いくために、ほけん課、福祉課、学校教育課など様々な機関で連携を取っていくこと

になる。 



教育長：現在は、産まれた赤ちゃんの家庭を保健師が訪問して指導している。その後保健師が

発達、発育が遅いなどの情報を保育所や幼稚園と共有し、小学校就学前には審議会にて、

専門の方がその子一人一人について普通学級か特別支援学級かを検討しているという

経緯がある。 

高橋指導主事：就学指導審議会は幼稚園年長からのことであるが、今回の条例では０才からいつでも

その子たちに目を向けていくという趣旨。 

教育長：早期発見は、早く療育に結び付けることができる。就学先の最終的な権限は教育委員

会が持っている。ただしその子と保護者の意向、理解が大事であるため、少しでも早く

気付き、教育相談ができるようにする。 

中村委員：療育が必要となった場合はだて支援学校が療育先なのか。 

学校教育係長：その子の程度により支援学級適か、特別支援学校適かを就学指導審議会にて判断する。 

中村委員：小さいうちに療育が必要と判断され、療育のための幼稚園に通った子が、その後支援

が必要なくなったとの話を聞いた。 

教育長：早期発見は大事なこと。ただし療育が必要であるかはドクターの診断が必要になる。 

    来年度より国見小学校で通級学級の準備を進めている。通級学級とは、通常学級の子

どもが特定の分野で支援が必要な時、別な授業でフォローしてあげるというもの。現在

は支援学級の子や通常学級でも特性を持った子が増えている。 

高橋指導主事：国見小学校では通級学級を必要とされる子どもが３０人ほどいるが、受け入れられる

のは２０人程度が限度。県内でも通級学級を新設する学校が増えている。 

  高橋委員：中学生は落ち着いているように感じるが、小学校の教育の成果なのか。 

高橋指導主事：小中学校での指導と、子ども達も成長とともにしっかりしてくる。 

   

議案第２２号 令和４年度国見町一般会計（教育費）３月補正予算に対する意見について 

            別紙資料に基づき、各課長より説明した。各委員からの質疑応答はなく、議案 

第２２号は事務局提案のとおり採決された。 

 

議案第２３号 令和５年度国見町一般会計（教育費）予算に対する意見について 

            別紙資料に基づき、各課長より説明した。各委員からの質疑応答はなく、議案 

第２３号は事務局提案のとおり採決された。        

   

15．協議・報告 

【報告事項】 

１くにみ学園構想について 

(１)第６回くにみ学園基本構想策定委員会について  

(２)くにみ学園基本構想（案）意見募集について 

別紙資料に基づき、学校教育係長より説明した。 

 

 



２令和 5 年度教育委員会の組織の再編について 

     教育次長より、来年度の組織編成について別紙資料に基づき説明した。 

 

３学校教育課報告 

① 令和４年度 国見町教育委員会 重点取組事項について 

高橋指導主事より保幼小中の成果と課題について、別紙のとおり報告した。 

② 令和 5年度給食センター調理等委託業務について 

       新年度からの給食センター調理等委託業務について別紙のとおり報告した。 

③ 部活動地域移行検討会及び国見町スポーツ少年団指導者研修及びスポーツ推進員研修会

について  

 中学校の部活動の地域移行に向けて開催した検討会及び研修会について別紙のとおり

報告した。 

④ 第３回いじめ問題専門委員会・臨時いじめ問題専門委員会について 

 高橋指導主事より、２月１７日に行われた第３回いじめ問題専門委員会・臨時いじめ 

問題専門委員会ついて別紙のとおり報告した。 

⑤ 第２回給食センター運営委員会について 

 給食食材の放射線物質測定について、別紙のとおり報告した。 

⑥ 新型コロナウイルス・インフルエンザの感染状況（1/10～2/17） 

 小中学校の感染状況について、別紙のとおり報告した。 

  

    4 幼児教育課報告  

① 未就学児体力向上運動教室（くにみ幼稚園）について 

３年ぶりに開催された運動教室について、別紙のとおり報告した。 

② こども木育ひろば「つながる～む」の運営形態の変更について 

令和５年度からの運営形態の変更について、別紙のとおり報告した。 

③ 新型コロナウイルス保育所・幼稚園の感染状況（1/７～２/８） 

陽性者、濃厚接触者について、別紙のとおり報告した。 

④ 保育所・幼稚園・子どもクラブ・預かり保育 保護者アンケート結果について 

 各施設のアンケート結果について、別紙のとおり報告した。 

⑤ 給食食材の放射性物質測定アンケート結果について 

 Ｗｅｂ形式で行ったアンケートの結果について、別紙のとおり報告した。 

 

5 生涯学習課報告 

① 地域学校協働本部事業について 

国見っ子わんぱく広場閉所式、少年仲間づくり教室閉講式、質問のできる学習室に 

ついて、別紙のとおり報告した。 

② 社会体育事業について 

第１０回総合型地域スポーツクラブ設立検討委員会について、別紙のとおり報告した。 



③ 芸術文化事業について 

 大林素子文化講演会、若い芽のコンサート、第３０回町長杯 新春 囲碁・将棋大会に 

ついて、別紙のとおり報告した。 

④ 公民館事業について 

手話教室、くにみ観月台カレッジ閉講式について、別紙のとおり報告した。 

⑤ 図書事業について 

 移動図書、子ども司書講座について、別紙のとおり報告した。 

⑥ 今後の予定について 

今後開催予定の事業日程について、別紙のとおり説明した。 

 

〇その他 

 ・令和５年２月臨時教育委員会は２月２２日（水）午後５時３０分より観月台文化センター 

第１会議室で開催予定 

     ・令和５年３月教育委員会は３月１３日（月）午後５時１５分より観月台文化センター 

第１会議室で開催予定 

      

16．閉  会  午後７時３５分  

 

 

上記記録の正確なることを認めここに署名する。 

 

 

令和５年２月２０日 

 

             議事録署名人 

 

               ３番委員  

           

               ４番委員 

 

 

会議書記     主任主査兼学校教育係長 


